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本講演は、第 26回光・量子エレクトロニクス業績賞（宅間宏賞）の受賞を受け、これまで我々が

行ってきた極限レーザー技術の開発経緯や、今後の展望について紹介する。特に、SACLA に代表

されるX線自由電子レーザーの完成を受け始まった原子準位を利用したハードX線レーザーの研

究[1]では、その提案経緯と研究の進展だけでなく、現在行われているハード X 線領域での周波数

安定化レーザーの開発などについて紹介する。また、ナノ秒のレーザーに対し、kJ/cm2 を超える

耐力を紫外光領域でも達成できている気体光学素子の開発[2]では、その開発・構想の第一歩とな

った大気プラズマ研究から、現在新たに進めている超低損失光学素子として気体光学素子を利用

した光蓄積によるパルスレーザー発生法の開発などについても紹介していく。 
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